
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタルアーカイブ 



ごあいさつ 

1 

 

 

 

ごあいさつ 

 

 

高鍋町美術館が掲げた使命の1 行目には、次のような一文があります。 

 

西都市・児湯郡で唯一の公立美術館として、 

         優れた美術品を収集し、大切に守り、後世へと伝えていく 

 

西都市・児湯郡の画家のなかでもひときわ注目を浴び続けてきた画家の塩月桃甫につい

て、生誕140年となる記念のこの年に、展覧会を実現できることを大変嬉しく思います。 

 塩月桃甫（本名・永野善吉）は1886（明治19）年、西都市三財に生まれた画家です。

1912（明治45）年に東京美術学校図画師範科（現・東京藝術大学）を卒業し、9 年間教職

に就いたのち1921（大正10）年に台湾に渡り、台湾美術展の創設に尽力し、審査員を務め

るなどして約25年間台湾美術界の発展に貢献しました。宮崎に戻ってきてからも、学校美

術展や宮崎県美術展覧会の審査員、宮崎大学や宮崎実践女子商業学校（現・宮崎学園高等

学校）、日向女子自由学園、児湯郡教育会教科研究会の教授や講師を務め、書籍、新聞、

文芸誌、雑誌等の装丁もおこないました。1946（昭和21）年には児湯郡高鍋中学校の嘱託

を務め、高鍋中学校友会美術部を結成するなど、高鍋町ゆかりの作家でもあります。 

本展は、現在個人が所有している作品や関連の資料を中心に調査するとともに、塩月の

交友関係とそこから受けた影響および与えた影響について整理するものです。西都・児湯

ゆかりの画家のなかでも、戦後宮崎の美術界に多大な影響を及ぼした塩月が、日本および

アジアの近代美術に果たした役割と画家として追求したものについて改めて考える機会と

なれば幸いです。 

おわりに、本展の開催にあたり、作品や資料の提供に快くご協力いただきました小松孝

英様、日州ドキュメンタリー様、塩月光夫様、荒川茂様、黒木榕様、鈴木いっせい様、所

薫子様、日髙範子様、三尾和子様、さいと塩月桃甫顕彰会様、みぞえ画廊様、宮崎市安井

息軒記念館様をはじめ、関係者の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

 

２０２６年６月６日 

高鍋町美術館 
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謝辞 

 

本展の開催にあたり、貴重な作品を貸与してくださいました小松孝英様、塩月光夫様、宮崎

市安井息軒記念館様をはじめ、作家の調査、作品の出品など様々な面でご協力、ご助言を賜り

ました皆様に厚く感謝の意を表します。また、監修を務めてくださいました小松孝英様のご尽

力に対し、改めて御礼申し上げます。 

 

 荒川 茂 

 黒木 榕 

 小松 孝英 

 塩月 光夫 

 鈴木 いっせい 

 所 薫子 

 日髙 範子 

 三尾 和子 

 

 

 さいと塩月桃甫顕彰会 

 日州ドキュメンタリー 

 みぞえ画廊 

 宮崎市安井息軒記念館 

 

 

(個人・団体別、五十音順、敬称略) 
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凡例 

 

・本書は「生誕 140 年 塩月桃甫とその周辺作家たち」（令和８年６月６日～７月５日 高鍋

町美術館）の開催に際し出品された作品について収録した。 

・図版ページの作品情報については作品番号(順路) 順に、「図版」「作品名」の順に表記した。 

・題名が不明の作品については、「タイトル不明」とした。 

・図版ページにて図版を並列している場合は、上から下、左から右の順に掲載した。 
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第１章 

画家、教育者としての塩月桃甫 

 

 

 1886（明治 19）年に西都市に生まれた塩月は、東京美術学校を卒業した後に大阪や松山

（愛媛県）で教師として勤めます。松山で高浜虚子らの文人と交流し、南画風の作品を残し

ていることは、あまり知られていません。そして 36 歳のときに台湾に渡り、台北一中と台

北高校で教師として美術教育に携わりました。統治の視覚化が目的と言われた官服（行政官

の制服）をあえて着なかったことや、個性を尊重する自由な美術教育であったこと、1930

（昭和 5）年の霧社事件（抗日闘争）を題材にした作品《母》を発表したこと、そして台湾

原住民の民族衣装に魅了されたことなどからも、塩月が台湾に対してどのような姿勢を持

っていたかをうかがい知ることができます。 

その後、台湾で 25 年間を過ごし、台湾美術展覧会（台展）に第 1 回展から携わったほか、

独立美術協会の台北巡回展を開催するなどして、台湾の美術振興に情熱を注ぎました。これ

らは当時台湾の画家たちを大いに刺激し、結果として台湾では美術団体が次々と設立され

ることとなりました。ところが、台展の創設時に塩月が日本人画家だけの模範展覧会を設け

るよう提案したという事実や、総督府による政策を背景に第 9 回の台展で台湾人の審査員

が取り消されたことが問題となり、これらは塩月による「台湾人審査委員はずし」として台

湾での反発は強まり、台湾人画家に対する差別観として議論の対象となりました。その後、

敗戦によって多くの作品を台湾に残し宮崎へ引き揚げました。 

これら一連の事象については、塩月が当時「日台美術家の間には水準に相当の隔たりがあ

る」ため、「台湾人画家の作品がことごとく落選するようなことになると、社会的不満が生

じる」ことを考えてのことであった、ということが現在においての見解です。その後は、宮

崎大学の講師や県展（現・みやざき総合美術展）の審査員を務めるなどして宮崎の美術界に

大きく貢献し、1952（昭和 27）年に宮崎県文化賞を受賞しています。 
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油津 

 

 

パイワン 
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台湾原住民少女 

 

 

鶏 
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七福神の図 

 

 
タイトル不明 
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猿 

 

 

タイヤルの二人 
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黄いろい花 

 

 

花 
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赤い花 

 

 

無題 
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りんごのある静物 

 

 

栗のある静物 
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風景（スケッチブックより） 

 

 

風景（西都） 
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パイワン 

 

 

猫 
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いちぢく 

 

 

佐土原人形 
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張り子の虎 

 

 

白い馬 
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雀（下図） 

 

 

雀 
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馬 

 

 

安井息軒 
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（左上から） 

装丁書籍『翠榕№５』 

装丁書籍『太陽の眼』 

装丁書籍『帰一心命』 

装丁書籍『河童の遠征』 

装丁書籍『烏來情調』 

資料『日向文庫完成記念写真』 

装丁書籍『上杉鷹山』 

装丁書籍『皇国の道』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図版 

20 

 

 

（左上から） 

装丁書籍『生蕃伝説集』 

装丁書籍『伊予の湯』 

装丁書籍『改訂 児童文学論』 

資料『聖戦美術展集』 
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よそおい 

 

 

女（２） 
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女（１） 

 

 

横たわる裸婦 
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海 

 

 

霧島 
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青島 
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資料『皇太子殿下台湾行啓記念絵葉書』 

 

 

 

資料『台湾総督府始政第四十回記念絵葉書』 
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第２章 

塩月桃甫の周辺作家たち 

 

 

塩月が、多くの画家たちとの関わりを持っていることは、あまり知られていません。たとえ

ば、自身が台湾で美術教育に関わるより 14 年も前から、現地で美術教育に情熱を注いでいた石

川欽一郎や、台湾美術展覧会へ審査員として招聘した小澤秋成（5、6 回展）、藤島武二（7、8、

9 回展）、梅原龍三郎（9、10 回展）、台湾第一中学校で指導に当たった西尾善積、医師として台

湾で塩月を知り慕ったサイタ亨、戦時中に台湾美術展覧会をとおして塩月の存在を知った坂本正

直、戦後宮崎県美術展の創設に共に関わり「桃甫会（後援会）」の顧問も務めた瑛九などです。 

 昭和初期、台湾には新聞で「画伯」と呼ばれる日本人画家が４人いました。石川欽一郎、塩月

桃甫、京都で竹内栖鳳の門に学んだ日本画家の木下静涯、東京美術学校卒業生の郷原古統です。

この４人によって、台湾美術展覧会創設の計画は総督府へと提言されました。特に石川と塩月

は、「英国紳士風の水彩画家」（石川）と「野獣派風※1 の油絵画家」（塩月）として、多くの台湾

人の知るところとなり、台湾の画家たちは対照的な 2 人のスタイルに強く影響を受けました。 

 石川は図画教師の免許をとり、画家の道を志す台湾人学生の多い師範学校の美術教師でした

が、塩月は画家の道に進もうとする者が少ない旧制高等学校の美術教師であり、日本人生徒だけ

が通う台北一中の美術教師でもありました。このような職務上の違いは、戦後の台湾の画家たち

のあいだにおける塩月の評価を複雑にしたと考えられています。 

 

 

※ 1  野獣派（フォービズム）… 2 0 世紀初頭にフランスで起こった、原色を多用した強烈な

色彩と、荒々しい筆致（タッチ）を特徴とする絵画運動。批評家のルイ・ヴォークセルが、「野

獣（フォーヴ、f a u v e ）の檻の中にいるようだ」と評したことに由来する。 
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（左から） 

藤島武二 ≪波（潮岬）≫ 

梅原龍三郎 ≪椿≫ 

 

 

石川欽一郎 ≪武蔵野の新緑≫ 
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「ドキュメンタリー映画 塩月桃甫」（８０分） 

 

【作品情報】 

脚本・監督 小松孝英 

制作・製造 日州ドキュメンタリー映画制作実行委員会 

公開年  2021 年 

 

開館時間中に常時上映 
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小澤秋成 ≪高雄風景≫ 

 

 

（右から） 

木下静涯 ≪清雪宿禽之図≫ 

山田新一 ≪裸婦≫ 

山田新一 ≪機関士≫ 

中澤弘光 ≪婦人像≫ 
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（右から） 

興梠富士夫 ≪海邊≫ 

坂本正直 ≪馬を輸送船にのせる≫ 

 

 

 

 

 

（左から） 

サイタ亨 ≪芥子≫ 

サイタ亨 ≪アネモネ≫ 

サイタ亨 ≪椿≫ 

瑛九  ≪タイトル不明≫ 
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（左から） 

瑛九  ≪田園≫ 

瑛九  ≪青いソナタ≫ 

瑛九  ≪舞踏会の夜≫ 

 

 

（左から） 

西尾善積 ≪離れ山≫ 

杉山昭  ≪緑の里≫ 

石井秀隣 ≪カサブランカ≫ 
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第３章 

塩月桃甫研究のいま 

 

 

塩月は 1921（大正 10）年に台湾へ移住し、終戦までの約 25 年間にわたり精力的に制作しま

したが、1946（昭和 21）年に日本へ引き揚げる際に作品は台湾に残され、ほとんどの作品は散

逸しました。戦後手掛けた作品についても 1948（昭和 23）年に小林市での火災で油絵 20 余点

が焼失、1954（昭和 29）年に宮崎県立図書館が火災に遭い、大作を含む 12 ～ 13 点が焼失し

ました。戦争や災害によって、作品の多くが現存していない状況にあります。これも、塩月研究

が難航している要因といえます。 

台湾を去って 30 年が経った 1975（昭和 50）年、台湾の美術雑誌『藝術家』には謝里法※1 に

よる「台湾美術運動史４、『台展』西洋画部審査員－野獣派的鬼才塩月桃甫」が発表されまし

た。謝はその中で、台展における塩月の「台湾人審査員はずし」を巡る言動を踏まえ、優れた画

家ではあっても優れた美術教育者であることは困難であるといった旨の見解を示しました。これ

に対し、翌年には許武勇※2 による「塩月桃甫興自由主義思想」という反論が主張され、塩月の言

動は差別意識に基づくものではなく、台湾人画家の実力の向上を望む行為からであったと弁護さ

れました。 

1984（昭和 59）年には台北一中の卒業生が塩月桃甫の画集が存在しないことを惜しんで、同

窓会誌に特集を組み、原色版を含む画集に仕立てました。さらに許武勇は 1986（昭和 61）年に

「塩月桃甫と石川欽一郎」として、この二人が早期の台湾画壇の基礎をつくったと主張しまし

た。1987（昭和 62）年の台湾戒厳令解除に伴い、植民地文化を再評価する機運が高まる中、台

湾美術展覧会の創設者の一人として塩月も再評価されるようになりました。塩月が総督府に正式

に雇われていたにもかかわらず、彼の作品が必ずしも総督府の政策を反映しているわけではない

という評価も定着しました。1996（平成 8）年から 2001（平成 13）年にかけて台湾植民地美術

の調査と再評価が台湾にて開始され、2009（平成 21）年には『南國・虹霓・鹽月桃甫』が発行

されました。 

台湾での再評価を受け、2001（平成 13）年に宮崎県立美術館では回顧展が開催されました。

2021（令和 3）年にはドキュメンタリー映画『塩月桃甫』が公開され、社会的関心が喚起されま

した。さらに、2020 年に日本学術振興会の科学研究費助成事業として実施された研究「アジア

美術におけるゴーギャン受容」や 2024（令和 6）年の「日本と台湾における都市からみる『故

郷』の表象とその比較－1930 年代を中心に」のように、アジア美術史の動向のひとつとして、

塩月の研究は進められています。 
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※１ 謝理法（1938－）…台湾の美術家、作家、美術史家。 

※２ 許武勇（1920－2016）…塩月の台北高等学校時代での教え子。医師で画家。 

 

 

 

 

 

資料『台湾早期西洋美術回顧展』 
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資料『台湾美術運動史』 
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資料『南國・虹霓・鹽月桃甫』 
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資料『世・紀・的・容・顔 : 臺灣百年美術設計發展曁文獻展』 
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資料『芸術家』 
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塩月桃甫展を開催できた意義について 

 

高鍋町美術館 小森 隼  

 

塩月の生誕 140 年となる記念の年に、宮崎県では 2001 年の宮崎県立美術館以来となる

25 年振りの塩月桃甫展を、ゆかりの地である高鍋の地で開催することができた。本展の開

催は、監修者で「ドキュメンタリー映画 塩月桃甫」の監督でもある小松孝英氏（美術家）

の尽力によるところが大きい。 

塩月は、本町隣接の西都市三財に１８８６年に生まれ、終戦後に台湾から帰郷した１９４

６年には高鍋中学校で美術教師を勤めるなど、ここ高鍋町にもゆかりのある画家である。台

湾では、教科書にも掲載されているほど知られている塩月だが、2021 年に公開された前述

の映画により認知度は高まっているものの、高鍋の地では美術愛好家に知られている程度

で一般的に知名度が高いとは言えなかった。塩月に関する言及は、これまでに刊行された書

籍や図録、ドキュメンタリー映画に多くの参考を得た。ここでは、小さな町立美術館で郷土

ゆかりの作家を紹介できた意義について述べたい。 

 

◆郷土の文化的文脈の再構築 

 公立美術館の重要な使命の一つは、地域ゆかりの美術資料を体系的に収集・保存・研究す

ることである。全国的な知名度や美術史の主流から外れていたとしても、その地域に根差し

て活動した画家や、郷土の風土・人々の暮らしを描き続けた画家の作品には、地域の歴史的・

文化的文脈が色濃く刻まれている。塩月のような画家の足跡を掘り起こす展覧会は、散逸の

危機にある貴重な作品や一次資料を調査・保全する契機となり得る。本展でもこの地域に眠

っている塩月作品がないかと情報提供を呼びかける掲示を行った。（数件の申し出があった

が、既に発見されているものであった。） 

 学術的な再評価を通じて地域の美術史に新たな 1 ページを加え、郷土の文化的な厚みを

可視化する取り組みとして、地域固有の知のアーカイブを次世代へ継承する基盤となった。 

 

◆塩月の再評価と対外的なアピール 

 本展は、地域内での顕彰にとどまらず、その作家を再評価し、全国的な美術史的文脈へと
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位置づけ直す契機となった。公立美術館が学術的な調査研究に基づき、作品の再発見や作家

論の構築に取り組むことで、その成果をアーカイブとして対外的に発信する。これにより、

中央の美術評論家、研究者、関係各所の関心を惹きつけ、巡回展への発展や、主要な美術史

の叙述への組み込みといった形で、作家の評価が飛躍するケースも少なくない。さらに、地

域発の優れた自主企画展としてメディアや専門家の注目を集めることは、その美術館自体

のブランド力向上にも寄与する。「あの地域の美術館が取り上げた作家」として認知される

ことで、地域文化の発信力が強化され、中央と地方の文化的な対等性を高める一助となった。 

 

◆台湾文化や戦後宮崎の紹介 

 台湾に渡った塩月が各地で交遊した人物、影響を受けた芸術運動、あるいは旅先で触れた

異文化は、作家の作品や資料の中に濃密に記録されている。展覧会を通じて、作家の活動履

歴を紐解くことは、間接的にその時代の社会的な出来事や、他地域の文化、海外の動向を地

域の住民に紹介する機会となる。その足跡を追うことは、地方にいながらにして日本の近代

化や台湾の歴史を追体験することにつながった。また、塩月が描いた対象や、収集した資料

には、その地域や時代では触れる機会の少ない台湾の文化や風俗、戦後宮崎の状況が反映さ

れていた。これらを丁寧に読み解き展示することは、地方に住む人々にとって、自らの視野

を広げ、多様な文化や歴史への理解を深める教育的な意義を持つ。地域にいながらにして世

界や歴史の広がりに触れることができる美術館は、住民にとっての知的な冒険の場として

機能した。  

 

◆シビックプライドの醸成と世代間交流 

 住民にとって、自らの地域から独自の世界を切り拓いた優れた表現者が存在したという

事実は、郷土への愛着や誇り（シビックプライド）を育む直接的なきっかけとなる。中央の

評価基準だけではなく、「私たちのまちの文化」として主体的に価値を見出す体験は、地域

の文化的自立を促す。また、画家の親族、生前を知る住民、作品を所蔵してきた旧家など、

地域社会との協働によって展覧会が形作られることも少なくない。展覧会と教育普及プロ

グラム等を連動させることで、高齢世代から子どもたちへと地域の歴史や記憶が手渡され、

世代間交流を生み出す結節点として機能した。 
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◆地域の公立美術館としての存在意義 

 知名度の高い巡回展や著名作家の大規模展は多くの集客を見込める一方で、どこの都市

でも均質化しやすい側面を持っている。対して、地域固有の作家を発掘し独自の視点で提示

する自主企画展は、その美術館ならではの独自性と専門性を強く打ち出す機会となる。地域

課題や風土に真摯に向き合う学芸活動は、町美術館が行政機関・文化施設として地域に存在

する正当性を高める。地域の歴史資源に新たな光を当てる姿勢を示すことで、住民にとって

親しみやすく、生活に根差した「開かれた文化的拠点」としての信頼関係が構築された。 

 

◆文化を起点とした地域活性化 

 地域固有の画家の調査・研究は、美術館内にとどまらず、地域全体へ波及する可能性を秘

めている。画家の生家、制作拠点、描かれた風景などを巡る地域回遊型のフィールドワーク

や、周辺の文化資源・観光拠点と連携したまち歩き企画へと展開することで、文化を基軸と

した持続可能な地域振興へとつながる。自らの足元にある豊かな文化資源を発見・発信する

ことは、地域の内外に向けて独自の魅力を提示し、コミュニティの活力を高める確かな原動

力となる。今回、西都市のさいと塩月桃甫顕彰会が本展の周知活動や上映会の協力など新た

な連携を深めることができたことは、当館や高鍋町にとって大変意義深いものであった。 
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生誕 140 年 塩月桃甫とその周辺作家たち 

 

会 期 令和８年６月６日（土）～７月５日（日） 

 

開館時間 午前 10 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで） 

 

休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は開館）祝日の翌日（土日の場合は開館） 

 

観 覧 料 大人 300 円（240 円） 

小中高生・高齢者・障がい者 150 円（120 円） 

※（ ）内は２０名以上の団体料金または JAF 会員証をご提示の方。高齢者は７０歳以上、障がい者は

障がい者手帳所持者とその介護者１名まで。未就学児と高鍋町在住または高鍋町内の学校に在籍する小

中高生および特別支援学校生は無料。 

 

会 場 高鍋町美術館 

 

監 修 小松孝英 

 

特別協力 塩月光夫・みぞえ画廊・日州ドキュメンタリー 

 

主 催 高鍋町美術館・高鍋町教育委員会・高鍋町 

 

後 援  宮崎日日新聞社・ＭＲＴ宮崎放送・ＵＭＫテレビ宮崎・エフエム宮崎 

 

作 品 数  73 点（資料、上映作品含む） 

 

職員（令和８年度） 

館 長 守部 有美子 

副 館 長 小森 隼 

マネージャー 島埜内 遵 

 

 

  

総務学芸係 

係長(兼) 小森 隼 

学芸員(兼) 小森 隼 

事 務 員  久家 多佳恵 

事 務 員 冨田 陽子 

 

 



関連事業 

76 

 

関連事業 

 

６月２８日（日） 午前・午後各１回高鍋町美術館多目的ホールにおいて、「ドキュメンタリー

映画 中村地平」上映会を開催。塩月桃甫の教え子で作家の中村地平を紹

介。監督の小松孝英氏の舞台あいさつ有り。 

 

【作品情報】 

「ドキュメンタリー映画 中村地平」（80 分） 

脚本・監督 小松孝英 

制作  日州ドキュメンタリー映画制作実行委員会 

公開年  2024 年 
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